






















































































仁王会は『仁王般若経』 （ 『仁王護国般若波羅蜜多経』 ）









































願文」 （一般にいう〈願文〉 ）を読み、 「呪願」 （同〈呪願文〉 ）の読解及び問題の考察は後稿で行う。
呪願文の本文は新訂増補国史大系本に拠り、一部を佐伯






























































矣。於是、閭閻霧撲 士女雲趨。車不得旋、人不得顧。繞長廊而遊目、翠簾啓窓、推高門而翕肩、紅袖成帳。非夫含枢宅海提象御震者、焉能動而行之、非夫薫修百億覆護三千者 誰敢静而当之。然則、金鍾盛四海之水、能灌頂者曰師玉斗騰七耀之暉、独臨胸者称聖。先分功徳、救済神祇 早脱威怒之煩 速趨慈善之果。
憑斯功徳、奉資感神之山陵、以此勝因、奉翊田邑之霊廟。倶懸真鏡、為遍周法界之光、同転梵輪、為願行円満之仏。令茲景福、奉薦聖朝。四三才而斉儀 六五龍而比寿。愕夢無侵其慮、甘寝有恬其神。璇璣不廃、玉燭恒照 九土開謳 千廂発詠太皇大后、中宮、摩耶之徳、窮累劫而無銷章徳之規、与坤元以等久
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「鼎湖」 、伝説で黄帝が鼎を鋳たとされる地。河南省。完成すると、天から龍が降りてきて、黄帝はそれに乗って天に昇ったという。帝王の死をいう。 「梧岫」 、舜は蒼梧（湖南省）で没した。両者で文徳天皇の死をいう。 「藻繢」は、































































































































































まず仏頭の描写である。 「 十二相」 が持つ三十二

























































































は地を尽くし 意。王勃「洪府滕王閣に登りて餞別する序」 （ 『文苑英華』巻七一八）に「閭閻地を撲くし」とある。 「閭閻霧撲、士女雲趨」の対偶は王勃 広州宝荘厳寺舎利塔碑 八五二 の 霧のごとく撲
くし、士女雲のごとく流る」を用いる。
25行は身動きもできない雑踏のさまであるが、班固「西

















































































10行以下は大仏の修復という善行（ 「功徳」 「勝因」 ）に
よって、あらゆる人々に仏の恩徳が与えられんこと 、具体的にいちいちに分けて述べていく。
10・








表現は 何晏「景福殿賦」 （ 『文選』巻十一） 、魏 明帝を称えた「方に 皇 に て五帝を六にす、曽
すなわ
ち何ぞ周

















である。嵯峨天皇の皇女で、淳和天皇の皇后となり、斉衡元年（八五四）四月、太 大后 なる 「中宮」は皇太夫人をいう。藤原良房の娘、明子 文徳 後宮に入清和天皇を生む。天安二年（八五八）十一月、清和の即位に伴い、皇太夫人となる。 「摩耶」は釈迦の母で、明子をなぞらえる。 「累劫」はきわめて長い時間、 「坤元」は大地。
次いで「親王、諸王」と「相府、卿門（大臣、公卿） 」




屏たる皇族の立場をいう。後者はやや手が込んでいる。漢の武帝は元封五年、南巡の途中、天柱山（安徽省）に登り祭礼を行い、この山を「 嶽」と呼んだ（ 『史記』巻十二、孝武本紀） 。一方、 『晋書』巻十一、天文志に、 「天柱」という星があり、 「人に在りては三公と曰ひ に在りては三台と曰ふ」とある この二つ 合わせると、 「南岳」はすなわち「三公（大臣） 」ということにな 。
次に「百僚の臣」 、 「千城の宰」 、百官と諸国の国守であ
る。 「比屋」は建ち並ぶ家 闔門」は一家全部 意。これらの人々にも幸福が及ぶで ろう。












































6）　『西京雑記』に、漢の高祖が秦 滅亡後、咸陽宮に入り、財宝の中から人の内臓も写し出す始皇帝の鏡を見出だしたという話が見えるが こ 文脈にはふさわしくない。
